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論 文 内 容 の 要 旨 
 
急速な経済発展に伴う都市化とモータリゼーションの進展による渋滞と環境汚染への対応として、
中国政府は持続可能な交通システムの構築を図るべく「交通一体化」の戦略を打ち出し、特に
BRT(Bus Rapid Transit)をはじめとする公共交通の優先的発展施策を積極的に展開している。しかし
ながら、その効果検証と新たな導入計画の評価に関する検討は十分でなく喫緊の課題となっている。 
本研究では、このような課題に応えることを目指して、中国主要都市における BRT 事例を概観し
た上で、代表的な 4 都市を対象として、それらの都市の特徴とそれに応じた BRT の役割(位置づけ)
を明示し、「交通一体化」の定義に基づいて BRT 導入効果をシステムの内部と外部に区分して分析・
評価するとともに、それら内外効果の統合の考え方を提案し、総合評価モデルの構築を試みた。 
第 1 章では、中国における BRT 導入の背景を踏まえた上で、本研究の目的とその意義について示
した。第 2 章では、中国主要都市の交通問題、特に公共交通整備に関する問題をレビューし、「交通
一体化」と公共交通優先的発展施策の内容を明示するとともに、軌道系に対する BRT の優位性を示
した。第 3 章では、先行導入された BRT の関連研究などに基づいて、中国 13 都市の事例を整理・分
類した上で、都市の規模や公共交通整備状況を踏まえて代表的な 4 都市を抽出し、各都市の BRT１
号線導入の背景と特徴を明らかにするとともに、主要な課題を抽出した。第 4 章では、「交通一体化」
の内部システムの定義に基づいて、4 都市における BRT１号線の主として利便性の面からの導入効果
(内部効果)を定量・定性の両面から分析し、その代表的効果指標として、道路整備状況、BRT の位置
づけと輸送量、サービス水準などを抽出し、これらを用いた評価方法を提示した。第 5 章では、同様
に外部システムの定義に基づいて、土地価格や都市開発、環境負荷の改善や社会コストの減少などを
導入効果(外部効果)として分析し、その結果を踏まえた評価の考え方を提示した。第 6 章では、第 4、
5 章の成果を踏まえて、内部と外部効果の関連性を明らかにし、その統合化の考え方を提案するとと
もに、その応用の可能性を提示し、軌道交通との比較から BRT システムを評価するための統合モデ
ルの構築を試みた。また、ケーススタディーにより、その考え方とモデルの妥当性を検証し、実用面
からの有用性も示した。第 7 章は結論であり、本研究の主要な成果を取りまとめるとともに、これら
の成果をより実用的な取り組みに発展させるために今後必要となる課題を明示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
中国主要都市では、都市化とモータリゼーションの急速な進展によって、都市内交通の渋滞とそれ
に伴う環境悪化を含めた社会費用の増大が大きな問題となっている。このような状況に対して、中国
政府は交通利便性を主とした内部効果と都市発展を主眼とした外部効果の融合的発展を目指す「交通
一体化」戦略として、BRTシステムを中心とした公共交通優先策の導入を図っている。しかしながら、
その効果評価についての研究が進んでいないことから、その考え方の提案とモデルの構築は、今後の
効率的な導入計画の検討に不可欠となっている。このような背景の下、本研究では、中国主要都市の
BRTに関連するデータの収集・整理はもちろん、その分析とモデル化の提案によって、今後も導入ニ
ーズが高まると予想されるBRTの効率的導入に必要かつ重要な知見の提供を目的としている。 
本論文は7章で構成されており、まず、様々な媒体を活用して、中国におけるBRT導入の背景を踏ま
えた本研究の目的と意義を明示した上で、中国内外の関連研究をレビューし、「交通一体化」と公共
交通優先施策の内容を明らかにしている。次に、13都市の事例を整理・分類した上で、都市の規模や
公共交通整備状況を踏まえて代表的な4都市を抽出し、各都市のBRT１号線について、その導入背景
と特徴ならびに主要な課題を抽出している。また、「交通一体化」の定義に基づいて、内部システム
として利便性の面からの導入効果(内部効果)、外部システムとして土地価格や都市開発、環境負荷の
改善や社会コストの減少などの効果(外部効果)を定量・定性の両面から分析し、そこで抽出された代
表指標を用いた評価方法を提示している。さらに、以上の成果を踏まえて、内部と外部の効果の関連
性を明らかにし、その統合化の考え方を提案するとともに、その応用の可能性として軌道交通との比
較からBRTシステムを評価するための統合モデルを構築し、ケーススタディーによって、その考え方
とモデルの妥当性を検証し、実用面からの有用性も示している。最後に、結論として主要な成果を取
りまとめるとともに、より実用的な取り組みに発展させるために必要となる課題を明示している。 
以上のように、本研究の成果は、中国のみならず都心部を中心とした都市問題を改善するための交
通システムの実現に大いに貢献するとともに、都市計画および交通計画分野の発展に寄与するところ
が大きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
